
 

第１5回 技術情報委員会 

 

       日 時  令和６年３月１３日(水) 午後２時～ 

       場 所  日本水道会館７階第１会議室（オンライン併用） 

 

【議 事】 

１．講演会・研修会等の実施状況と今後の計画について 

  ・令和５年度の実施状況結果 

  ・令和６年度の開催候補 

２．「官民連携」について・・・・・・・・・・・ 與三本 毅氏 

３．水団連のホームページについて 

４．その他 

【議 事】 

 資料１ 令和５年度の講演会、研修会の実施状況 

 資料２ 令和５年度上水道基礎専門研修について（実施結果、まとめ） 

 資料３ 令和５年度第３７回水団連見学会について 

（大久保浄水場・㈱Ｇ＆Ｕ技術研究センター） 

 資料４ 講演会、研修会・見学会の候補 

 資料５ 新しい官民連携「ウォーターPPP」を考える（與三本氏資料） 

 資料６ 水団連ホームページについて  

  参考資料１ 令和６年度上水道基礎専門研修について（募集案内） 

   

 

一般社団法人  日本水道工業団体連合会 



資料1

開催日 講師 所属・役職 講演タイトル 参加人数

開催日 研修名 実施者（講師等） 場所 参加人数

令和5年5月19日 上水道基礎専門研修 横浜ウォーター株式会社 24

水道施設の仕組み
横浜市水道局職員及び横浜
ウォーター株式会社職員

令和5年5月26日 上水道基礎専門研修 横浜ウォーター株式会社 24

水道施設の仕組み
横浜市水道局職員及び横浜
ウォーター株式会社職員

令和5年7月28日 上水道基礎専門研修 横浜ウォーター株式会社 22

水道施設の仕組み
横浜市水道局職員及び横浜
ウォーター株式会社職員

令和5年8月4日 上水道基礎専門研修 横浜ウォーター株式会社 23

水道施設の仕組み
横浜市水道局職員及び横浜
ウォーター株式会社職員

合計 93

開催日 見学先 施設所有者等 場所 参加人数

大久保浄水場 埼玉県企業局 埼玉県さいたま市桜区大字宿618

㈱Ｇ&Ｕ技術研究センター ㈱Ｇ&Ｕ技術研究センター 埼玉県比企郡川島町大字吹塚732-157

見学会の実施状況

令和5年9月14日 29

水道整備・管理行政の移管につ
いて

令和６年度水道事業予算概算要
求の概要ついて

経済安全保障推進法（基幹インフ
ラ制度）について

133

横浜市水道局中村ウォータープラザ

厚生労働省健康・生活衛
生局水道課課長補佐

令和5年度の講演会・研修会の実施状況

研修会の実施状況

横浜市水道局中村ウォータープラザ

横浜市水道局中村ウォータープラザ

横浜市水道局中村ウォータープラザ

講演会の実施状況

厚生労働省健康・生活衛
生局水道課課長補佐

厚生労働省健康・生活衛
生局水道課課長補佐

令和５年１０月４日

（ＷＥＢ）

草川　祐介

友永　悟

金子　元郞
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資料２ 

 

（一社）日本水道工業団体連合会 

 

令和 5年度上水道基礎専門研修について（実施結果、まとめ） 

 

１ 開催日時 

前期 第 1 回 5 月 19 日（金）、第 2 回 5 月 26 日（金） 

後期 第 1 回 7 月 28 日（金）、第 2 回 8 月 4 日（金） 

 

２ 場所 

横浜市水道局管路研修施設（横浜市水道局中村ウォータープラザ内） 

 

３ 研修委託先 

横浜ウォーター株式会社 

 

４ 実施内容 

午前：座学（水道の仕組み、送配水施設の仕組み、給水装置（総論）） 

午後：実習 前期（研修施設視察、漏水調査、給水装置組み立て、設置） 

後期（研修施設視察、漏水調査、漏水修理体験） 

 

５ 参加者 

前期 第 1 回 24 名、第 2 回 24 名 

後期 第 1 回 22 名、第 2 回 23 名（体調不良、業務都合によりキャンセル） 

※ 各回定員は 24 名。募集時は定員を上回る応募があった。 

 

６ 参加者の感想（アンケート結果） 

事業体が営む水道事業の成り立ちや料金設定、事故事例などの座学、普通では体験できない漏水調査

や修理、水圧など、全体を通して満足度は高かった。この研修は今後の業務に生きること、また、この

研修を職場の仲間に勧めたい、という声も多く聞かれた。 

 

７ 事務局振り返り 

前期・後期で実習メニューを一部変更しました。後期の漏水修理体験は、疑似漏水を発生させ、出っ

放しの状態で止水するものです。カッパ、長靴を着用してトライしたものの、ずぶ濡れになる研修生も

多くみられました。しかしながら現役事業体職員もなかなか経験することがない機会でしたので貴重な

体験ができました。後期の開催が酷暑の時期でしたが、飲水を用意するなど熱中症対策を施したことも

あって体調不良となる研修生はいませんでした。 

アンケート結果もおおむね好評でしたので、次年度も引き続き本研修を実施したいと考えます。 

開催時期や実施内容については横浜ウォーター株式会社と調整しながら、水団連会員の皆様にお役に

立つ研修としてまいります。 
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1.基礎専門研修 座学 2.給水組み立て 

                                    

 

 

3.給水ステーションでの説明 4.音聴棒による漏水音の捕捉方法体験 

 

 

 
5. ①漏水修理 

 
5．漏水 5. ②漏水修理 
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5. ③漏水修理 

 

  
6. ①水圧の体験 6.②水圧の体験 

 

 

 

 
7.名刺交換 
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令和５年度見学会の様子 資料３ 

大久保浄水場 



 
 

 

 

 

 

 



 

 

 

 

㈱Ｇ＆Ｕ技術研究センター 

 

 



 

 



資料４

水団連の講演会・セミナー・見学会の候補 　

講演会・講習会

研修会・セミナー

見学会

1

講演会・講習会 水関連分野：
上下工業用水道等水に関する分野

国の施策を聞く＜日立･舘＞
・水道総会中止で国の施策を聞く機会が無いた
め、水関係の施策を聞く。

・厚労省水道課
・総務省公営企業経営室

日本水道新聞社のオンライン講演会(2020年11月
18日)で熊谷水道課長が講演されましたので、要望
が少なければ急がずとも良いと考えます。

令和３年８月６日に、厚労省水道
課長熊谷和哉氏の講演会実施
「水道第四世代の創生、事業単
位から地域・圏域単位へ」

2

講演会・講習会 水関連分野：
上下工業用水道等水に関する分野

最近の国の施策を聞く＜日水コン･中西＞
カーボンニュートラル(CN)、DX・GX、・水道行政
移管、水道の経済安全保障、汚泥肥料に関する
食料安全保障

・厚労省水道課
・国交省下水道部

令和5年10月4日に厚労省水道
課より「水道整備・管理行政の移
管」、「水道事業予算概算要求の
概要」、「経済安全保障推進法」
を説明

3

講演会・講習会 水関連分野：
上下工業用水道等水に関する分野

協会･団体等の講習会＜大成機工･定益＞
・各業界団体の活動内容や専門分野の概要を聞
く。

全国コンクリート水槽防食協会/パルテム技術協会
水団連/ダク協/水道技術研究センター/オゾン協会

4

講演会・講習会 水関連分野：
上下工業用水道等水に関する分野

大規模災害と水の関係＜不明＞
・地震、津波、火山噴火、水害、土砂災害、高潮
等と水との関係（被害、対策等）

・名古屋大学　平山准教授
・金沢大学　宮島教授
・徳島大学大学院博士課程　高西春二「近年の豪雨災害に
よる水道事業者の被災とその対応状況調査」
・被災事業体
・千葉大学　丸山教授

5

講演会・講習会 水関連分野：
上下工業用水道等水に関する分野

環境問題と水の関係＜ダク協・木村＞
・近年頻発する災害、環境問題（温暖化等）と水
との関係（被害、対策等）

・東京大学未来ビジョン研究センター
　沖大幹教授

講師のご都合さえよければいつでもオンラインで開
催できると考えます。

6

講演会・講習会 水関連分野：
上下工業用水道等水に関する分野

災害事例の紹介＜安部日鋼･伊藤＞
・過去の大災害の事例紹介から予防保全を考え
る。

・名古屋大学　平山准教授
・金沢大学　宮島教授
・名古屋大学減災連携研究センター長 福和教授
・千葉大学　丸山教授

東日本大震災を思い3月、あるいは台風シーズン前
はいかがでしょうか

7

講演会・講習会 水関連分野：
上下工業用水道等水に関する分野

上下水道のコロナ対策＜日立･舘＞
・現在のコロナへの対応状況、今後の対策等を
学識者や事業体等から聞く。

・北海道大学　松井教授（水環境学会でコロナ研究）
・水道事業体か厚生労働省
・国立保健医療科学院（秋葉氏、浅見氏）

夏以降、大学や学会関係でコロナ関連のオンライン
講演会が相次いでおり（東大、水環境学会など）、
要望が少なければ急がずとも良いと考えます。

8

講演会・講習会 水関連分野：
上下工業用水道等水に関する分野

病原菌と水道水の関係＜日本原料･青島＞
・コロナに限らず病原菌と水道水との関係を学識
者や事業体等専門家から聞く。

・国立保健医療科学院　生活環境研究部
　秋葉部長、浅見真理上席主任研究官他

9

講演会・講習会 水関連分野：
上下工業用水道等水に関する分野

特別な水の使い方＜安部日鋼･伊藤＞
・ウォーターカッター、 ハイウォッシャー、 洗浄、
冷却（霧）、 おもり等

・日本ウォータージェット施工協会（建設業）
・日本ウォータージェット学会

開催状況

講演会：広いテーマに関して、学識者、知識人等講師を招聘して、講堂などで多数に対して一方的に講演をする。

講習会：限られたテーマに関して、テーマに関心のある人に対して専門家を招いて、講堂などで多数に対して一方的に講演をする。

研修会：特定の技術や技能、ノウハウに関して、講師と受講者の関係でテキストや実技を用いて行う教育的なもの。

セミナー：講師の指導者のもと、少人数の生徒が特定のテーマについて積極的に参加し、討論、意見交換を行う。

施設見学会：水関連やその他の施設を主に新技術を学ぶために訪問する。

体験会：水関連やその他の施設を主に新技術を体験するために訪問する。

NO. 分類 分野 テーマ 講演者（案） 開催時期
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資料４

開催状況NO. 分類 分野 テーマ 講演者（案） 開催時期

10

講演会・講習会 水関連分野：
上下工業用水道等水に関する分野

水源地の話＜JFE佐久間＞
・水源地の現状や課題、ダム放流等に関する話
を聞く。

・ダム水を水源とする水道事業体
・東京都水道局　水源管理事務所
・横浜市水道局　水源林管理所

11

講演会・講習会 水関連分野：
上下工業用水道等水に関する分野

水道料金の話＜安部日鋼･伊藤＞
・水道料金は高い?、実はとても安い、国内差等
水道料金のしくみと課題や今後の対策について
聞く。

・日水協

12

講演会・講習会 新技術分野：
今後必要となる技術分野

トレンド技術＜栗本･髙木＞＜日水コン･中西＞
・IT、AI、ロボット、スマートシティ等

・日立、東芝（会員企業）
・富士通、IBM、不二越（その他）
・横浜国立大学満行泰河准教授
・首都大学東京都市環境学部都市基盤環境コース　荒井 康
裕准教授
・東洋大学　石井客員教授（スマートメータ）

・IT, AI, ロボットと、水の両方に精通された講師の
選任は難しいと考えます。
・JWRCにスマート水道メーターについて講演いただ
くのも良いと思います。

令和３年１１月４日に電気通信大
学名誉教授　新　誠一氏の講演
会を実施、「水道事業における
DX]

13

講演会・講習会 新技術分野：
今後必要となる技術分野

トレンド技術＜日水コン･中西＞
・BIM、CIM

・一般社団法人 buildingSMART Japan 土木委員会　（企画・
運営： 技術普及小委員会）
・公益社団法人 土木学会 土木情報学委員会 施工情報自
動処理研究小委員会

14

講演会・講習会 新技術分野：
今後必要となる技術分野

事業体が求める技術＜ダク協・木村＞
・今後の技術開発に役立つ水関連技術のニーズ
を聞く。

・水道ICT情報連絡会「事業体の課題リスト」
・水道技術研究センター
・日水協
・水道事業体の技術開発関係部署の職員等

15

講演会・講習会 海外情報分野：
海外の情勢、上下水道分野や各国の事
業などの分野

世界情勢の講演会＜JFE佐久間＞
・米国大統領選挙後の世界金融

・東京大学大学院法学政治学研究科　久保文明教授「大統
領選挙後の米国政治と日米関係の行方」

16

講演会・講習会 海外情報分野：
海外の情勢、上下水道分野や各国の事
業などの分野

海外工業団地＜クボタ・岡部＞
・会員企業の海外進出には、日系の海外工業団
地への進出が容易であり、商社ごとに進出方法
や費用など進出に役立つ情報を聞く。

・住友商事海外工業団地部
・その他大手商社

2021年1~3月

17

講演会・講習会 海外情報分野：
海外の情勢、上下水道分野や各国の事
業などの分野

海外講師の講演会＜栗本･髙木＞
・国内外問わず学識者、企業、コンサル等の海
外情報を聞く。

・前アジア銀行総裁
　現みずほ総合研究所　理事長　中尾武彦氏

18

講演会・講習会 海外情報分野：
海外の情勢、上下水道分野や各国の事
業などの分野

水と文化の話＜日本原料･青島＞
・世界の水事業の違いにより、水がその国の文化
に大きな影響を与えており、水と文化の比較等を
聞く。

・aqua-sphere（アクアスフィア）
　水ジャーナリスト　橋本淳司
・リュウ・ジェンミン国連経済社会問題担当事務次長「地域の
持続可能な成長を支える世界の水と文化の繋がりについて」

19

講演会・講習会 その他の分野：
新型コロナ感染症、環境問題や働き方改
革等最近関心の高い分野

トレンドのテーマ＜栗本･髙木＞
・コロナ、SDG'S

・コロナ：北海道大学　松井教授　or 厚生労働省
・SDGs：「SDGs支援機構」という組織があるようです。

令和4年3月22日に前東京大学
教授、現中央大学教授の古米弘
明先生より、「カーボンニュートラ
ルに向けた都市水インフラの挑
戦」の講演を行った。
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開催状況NO. 分類 分野 テーマ 講演者（案） 開催時期

20

講演会・講習会 その他の分野：
新型コロナ感染症、環境問題や働き方改
革等最近関心の高い分野

働き方改革＜日水コン･中西＞
・テレワーク、在宅、ワーキングスペース利用等の
働き方のあり方

・総務省大臣官房総括審議官（情報通信担当）
安 藤 英 作http://teleworkkakudai.jp/event/pdf/telework_soumu.pdf
・厚生労働省「テレワークで始める働き方改革」
https://telework.mhlw.go.jp/wp/wp-
content/uploads/2019/12/H26hatarakikatakaikaku.pdf
・先進企業
・学識経験者
・建コン主催の「働き方改革セミナー」では相模女子大学の白河桃子特任教
授が「働き方改革の成功事例」のテーマで講演

21

講演会・講習会 その他の分野：
働き方改革等最近関心の高い分野

働き方改革＜日水コン･中西＞
担い手不足、ダイバーシティ＆インクルージョン
（多様な人材の受け入れとその能力の発揮）

22

研修会・セミナー 水関連分野：
上下工業用水道等水に関する分野

水道基礎講座や技術研修＜日立･舘＞
・日水協の講座の水団連版

・日水協との協賛講座

23

研修会・セミナー 水関連分野：
上下工業用水道等水に関する分野

官民連携の研修会＜大成機工･定益＞＜栗本･
髙木＞
・PFI･DB･DBO等

・下水道業界の動向
国土交通省　下水道部　杉山係長、米山係長
・浜松市　安藤副技官
・大阪市下水道部　中家係長
・柏市下水道整備課　稲毛氏
・東京都市大学　長岡教授
・厚労省水道課水道計画指導室
・内閣府
・日本PFI・PPP協会

24

研修会・セミナー 水関連分野：
上下工業用水道等水に関する分野

危機管理の研修会＜ダク協・木村＞
・過去の事故事例から材料･機器の確保・供給の
視点（設備事故も含む）

・水団連会員会社の災害支援事例を紹介
・日本水道協会

25

研修会・セミナー 水関連分野：
上下工業用水道等水に関する分野

中堅層セミナー＜日本原料･青島＞
・中堅層に水道の将来像を語る。また議論しても
らうワークショップ等

・名古屋大学減災連携研究センター　平山准教授（ワーク
ショップ）

26

研修会・セミナー 水関連分野：
上下工業用水道等水に関する分野

学生・一般向けセミナー＜安部日鋼･伊藤＞
・取水→浄水→導水→家庭の蛇口までの一連の
流れを説明して理解してもらう。

・水道事業体
・日水協

27

研修会・セミナー 新技術分野：
今後必要となる技術分野

「モノづくり」の研修会＜大成機工･定益＞
・最新のQCDの改善事例など

・「トヨタ生産方式を活用した改善事例集」「大部屋化による
生産性向上の改善事例」

トヨタ産業技術記念館（愛知県名古屋市）

28

研修会・セミナー 新技術分野：
今後必要となる技術分野

新技術活用研修会＜日水コン･中西＞
・水道界で使えるAI･IOT技術

・日本のＩｏＴ・ＡＩの技術的対応
国立研究開発法人 新エネルギー・産業技術総合開発機構
○渡邉 政嘉
・神奈川県立産業技術総合研究所
事業化支援部　○宮澤 以鋼
・水道ICT情報連絡会

講師のご都合さえよければいつでもオンラインで開
催できると考えます。

29

研修会・セミナー 新技術分野：
今後必要となる技術分野

新材料セミナー＜クボタ・岡部＞
・自動車などでは、新材料（炭素繊維、Mg合金
等）の活用が始まっており、軽量化・耐久性の向
上等水道関連への活用を学ぶ。

山田勝利＊関口昭一＊橋本敬三＊石田次雄＊
＊新日本製鐵株式会社先端技術研究所
＊日本製鐵株式会社エレクトロニクス研究所

30

研修会・セミナー 海外情報分野：
海外の情勢、上下水道分野や各国の事
業などの分野

海外の国別セミナー＜クボタ・岡部＞
・水団連の会員企業が進出したい国の現状、水
道事情、水道関連製品の市場性、海外企業の進
出状況などを学ぶ。

・JETRO（日本貿易振興機構）
・ミャンマー、カンボジア、ラオス
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資料４

開催状況NO. 分類 分野 テーマ 講演者（案） 開催時期

31

見学会・体験会 水関連分野：
上下工業用水道等水に関する分野

水道関連施設見学会＜JFE佐久間＞
・地下巨大貯水池

・首都圏外郭放水路
7月4日から個人予約を開始し7月15日より一部コースを変更
し再スタートします。

32

見学会・体験会 新技術分野：
今後必要となる技術分野

最新ロボット工場見学＜クボタ・岡部＞
・会員企業の生産性向上やコストダウン、自動化
（ＦＡ、ロボット化、ＡＩ）を学ぶためにトヨタ等の最
新鋭工場の見学を行う。

・トヨタ紡織の刈谷工場（愛知県刈谷市）及び猿投工場（愛知
県豊田市）
2018年度日本品質奨励賞TQM奨励賞を受賞

33

見学会・体験会 新技術分野：
今後必要となる技術分野

最新「モノづくり」工場見学＜大成機工･定益＞
・最新鋳物工場など

・クボタ ㈱クボタ京葉工場、前澤工業㈱幸手工場　日本鋳
鉄管㈱久喜工場、遠山鐵工所　　MRJミュージアム
（愛知県豊山町）

34

見学会・体験会 水関連分野：
上下工業用水道等水に関する分野

水道関連技術体験会＜JFE佐久間＞
・漏水調査、漏水音の体験

・フジテコム
・横浜市水道局研修施設

令和4年、5年と横浜ウォーター
㈱において、研修会を実施。延
べ８回実施済

35

その他 新技術分野：
今後必要となる技術分野

CPD付講習会＜日水コン･中西＞
・水団連の講習会にCPDポイントを付ける。

　

36

講演会・講習会 水関連分野：
上下工業用水道等水に関する分野

協会･団体等の講習会＜大成機工･沖本＞
・各業界団体の活動内容や専門分野の概要を聞
く。

・パルテム技術協会

37

講演会・講習会 水関連分野：
上下工業用水道等水に関する分野

水道施設動的解析入門＜安部日鋼工業･伊藤
＞
・水道施設耐震工法指針の改定に伴ない、動的
解析の必要性が高まりました。設計者でなくても
動的解析の基本知識を身に着けておく必要があ
ります。

・全国上下水道コンサルタント協会

38

講演会・講習会 水関連分野：
上下工業用水道等水に関する分野

水道における新技術事例集(Aqua-List)の報告
　　　　　　　　　　＜クボタ・打越＞

水道技術研究センター

39

見学会・体験会 水関連分野：
上下工業用水道等水に関する分野

マンホールふた試験検証施設の見学会
　　　　　　　　　　　＜クボタ打越＞
展示室、輪荷重試験、耐スリップ性試験、材質試
験、水理モデル実験、浮上試験

G＆U技術研究センター 株式会社G＆U技術研究センター
　　住所：埼玉県比企郡川島町大字吹塚
　　　　　732-157
　　電話番号：TEL049-299-1028

令和5年9月14日見学会実施
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新しい官民連携「ウォーターPPP」
を考える

ー ウォーターPPPに関する説明会より ー
令和６年３月13日（水）

水団連 技術情報委員会

株式会社 ＮＪＳ
水道本部 企画戦略部 與三本 毅

資料５



【出典：ウォーターPPPに関する説明会(2024/3/8）資料より
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管路施設（導水・送水・配水）浄水施設等

業務名分類業務名施設名

管路パトロール
日常及び
定期点検

運転管理業務

浄水場
場外施設

水管橋点検保守点検業務（日常・定期・精

密・（調査）・施設台帳） 弁類点検（弁室清掃）

漏水調査

詳細調査

水質管理業務

管内調査修繕（突発・計画）

洗浄調査消耗品調達管理業務

修繕工事

事故対応等

薬品調達管理業務

事故対応（突発・災害）光熱水燃料等調達管理業務

応急給水・備蓄資機材発生土管理等・処分業務

他工事立会池等清掃・点検業務

利用者対応（問合せ対応）植栽管理・清掃等業務

登録・台帳入力・管理
図面・
台帳管理

保安業務

その他（電話対応・見学等）

災害・事故及び緊急時対応業務

実施型更新・
耐震適合化

実施型更新

改築・耐震化 支援型（計画等）支援型（計画等）

管理・更新一体マネジメント方式における業務例

11



PPP/PFI手法の実施主体

12



管理・更新一体マネジメント方式の導入要件（その１）
導入４要件（全項目とも必須）

※ ウォーターPPPに関するQ&A（下水道分野：国土交通省HP、水道分野：厚生労働省HP）を参考として作成

①⾧期契約（原則10年）
• レベル3.5の後継としてコンセッション方式（レベル4）への移行を視野に入れて検討をするため。
（レベル４に移行しなくてもペナルティは発生することは想定されていない）

• 民間企業の参画意欲、地方公共団体の取り組みやすさなどを総合的に勘案するとともに、更新
（改築）による維持管理上の効果が発現する最低限の事業期間として、原則10年とされている。

②性能発注
• 発注者が施設の構造、資材、施工方法等について、詳細な仕様を決めるのではなく、民間の創意
工夫が発揮されるよう、民間事業者が満たすべき水準の詳細を規定した発注とする。

• 管路施設の性能規定は、例えば、人員、時期、機器、方法などは民間事業者に委ねたうえで適切
に法定の保守点検を実施することなどが考えられる。

③維持管理と更新の一体マネジメント（更新実施型と更新支援型が基本）
• 施設の新設のみを対象とするレベル3.5は想定されない。
• 維持管理と更新（改築）の一体的なマネジメントの観点から、同一の対象施設（浄水施設、管路
施設等）について、維持管理と、事業期間中の維持管理を踏まえた更新（改築）に関係する業
務範囲が設定される必要がある。

（つづく）

13



管理・更新一体マネジメント方式の導入要件（その２）

導入４要件（全項目とも必須）
※ ウォーターPPPに関するQ&A（下水道分野：国土交通省HP、水道分野：厚生労働省HP）を参考として作成

• 更新実施型は、更新を含めて一括で民間に委ねることができ、地方公共団体の体制補完の効果が
大きくなる。更新支援型は発注に関係する技術力を地方公共団体に残すこと、実際に維持管理
を実施する民間事業者等の観点から、より効果的な更新計画案を作成できることなどが期待され
る。

• 更新（改築）は，耐震・アセットマネジメント指針等に基づく更新・耐震化計画を策定し，それ
を実施するもの。

• 対象施設や業務範囲などは，対象施設ごとに更新実施型と更新支援型を使い分けや，前半は更新
実施型を，後半は更新支援型の併用など柔軟に設定することも可能と考えられる。

• 更新実施型で、PFI事業契約を締結する場合には、PFI法の手続きが必要となる。
• 更新支援型を選択する場合、コンストラクションマネジメント（CM）まで含めるか否かは管理
者が判断する。（任意）

• 包括的民間委託と同様、レベル3.5に維持管理＋修繕＋更新（実施型・支援型）を業務範囲とす
る以外の業務を業務範囲に追加することは可能である。

④プロフィットシェア（契約後VE方式を想定）
• 民間事業者からの技術提案で、工事費が縮減できた場合、発注者から民間事業者にその1/2を支
払うイメージだが、その工事が交付金等対象事業の場合は、この支払いは交付金等の対象外とな
る。

14



資料６ 

水団連のホームページについて 

 

１．リニューアルとコンテンツの充実 

水団連のホームページは、令和３年（２０２１年）にデザイン及びコンテンツを一新し、

新しいホームページとして、リニューアルをした。 

その後、 

令和３年(2021)１１月に「水道の基盤強化支援コーナー」の新設 

令和３年(2021)１２月に「WEB水道展２０２１」の構築 

令和４年(2022)  ３月に「災害時供給機材リスト」の新設 

令和４年(2022)１０月に「名古屋水道展 WEBサイト」の構築 

令和５年(2023)  ８月に「東京水道展 WEBサイト」の構築 

 

２．アクセス数等(2023年 1月 1日から 12月 31日の間) 

・アクセス数  約 11万件、ユ－ザー数※ 3万 7千 

内訳（上位 10） 

                                                 アクセス数 ユーザー数 

1.２０２３東京水道展ホームページをアップしました 30,801    19,983 

2.一般社団法人 日本水道工業団体連合会 

上下水道・工業用水道産業界の発展を通じて  

もっと安心・もっと安全な社会へ           20,270       9,322 

3.展示会の主催                      10,383       6,228 

4.会員専用コンテンツ                            6,689       976 

5.会員情報                                        3,281     2,033 

6.組織及び役員名簿                            3,232       2,257 

7.２０２３東京水道展出展募集のご案内について      2,398       1,637 

8.水団連のご案内                             1,980     1,271 

9.水道施設等の工事事例                            1,551       986 

10.TOPICS                                         1,404       790 

 

３．令和６年度の予定 

・神戸水道展２０２４WEBサイトの構築 

・災害時供給機材リストの更新 

・水道施設等の工事事例の更新 

・ミニ水道展コーナーの新設 

 

※ユーザー数とは指定した期間内にウェブサイトに訪問したユーザーの総数、ウェブサイトを複数回訪問した

場合は、同じブラウザからの訪問であれば、1 ユーザーとして計測。 







































 

水団連発第 56 号 

令和６年３月５日 

 

会 員 各 位 

 

一般社団法人 日本水道工業団体連合会 

専務理事 宮﨑 正信 

 

令和６年度上水道基礎専門研修について（募集案内） 

 

平素から、水団連活動にご理解、ご協力を賜り厚くお礼申し上げます。 

 

本年度の基礎専門研修は、好評につき、昨年同様に水道水のできる仕組みを座学

と体験を交えた体験型研修として、水道用研修施設にて実施いたします。 

水道産業界が市民生活を支えている現状を分かりやすく学べる機会として、事

務・技術の垣根を越えて普段体験することのできない研修に是非ご参加ください。 

 

つきましては、別紙「上水道基礎専門研修実施要項」をご覧頂き、参加をご検討

くださいますよう、よろしくお願い申し上げます。 

 

なお、募集は、前期・後期２回ずつ計４回分を一度に行いますので、お申し込み

の際はご注意ください。 

 

 

 

 

 

 

 

【お問合せ先】水 団 連 事 務 局 

担当：𠮷野・小沼 

℡ 03-3264-1654 

office@suidanren.or.jp 

 

 

 

参考資料１

user02
ノート注釈



 

 

１ 目   的  市民生活に欠かすことができない飲料水の供給に、事業体の皆さまと

共に深くかかわる水団連会員向けとして、水道用の研修施設を活用し

体験を交えながら水との関わりを学び、改めて各会員の皆さま方が担

う役割を認識してもらうものです。 

 
２ 日  時  第 1 回(前期) 令和６年５月 17 日 (金)９時～16 時 30 分 

        第２回(前期) 令和６年５月 24 日 (金)９時～16 時 30 分 

        第３回(後期) 令和６年７月 19 日 (金)９時～16 時 30 分 

        第４回(後期) 令和６年７月 26 日 (金)９時～16 時 30 分 

 

３ 開催場所 横浜市水道局「中村ウォータープラザ」管路研修施設 

       横浜市南区中村町 4-305 

       最寄り駅：横浜市営地下鉄「阪東橋」駅下車 徒歩 15 分 

            京浜急行線「黄金町」駅下車 徒歩 20 分 

       電話 045-252-9001（中村水道事務所） 

 

４ 研修内容 別添、「令和６年度 水道施設の仕組み(基礎)」研修のとおり 

 

５ 講  師 横浜市水道局職員及び横浜ウォーター（株）社員 

 

６ 対 象 者 会員に所属する団体職員及び企業社員 

 

７ 定  員 各 24 名 希望者多数の場合は事務局にて調整させていただきます。 

そのため、参加人数や希望日に添えない場合もありますので

予めご容赦願います。 

        

８ 参 加 費 7,000 円（研修費用一式。交通費、昼食代は含みません。） 

 

９ 申込方法 令和６年３月 29 日（金）までに、下記の Google フォームからお申込

みください。セキュリティの都合等により Google フォームが利用でき

ない場合は事務局までお問い合わせください。 

       グーグルフォーム  https://forms.gle/F4dSgWoLRSpdoVny7 

       メールアドレス：  office@suidanren.or.jp 
参加者の決定後、請求書その他案内をお送りします。 

 

10 そ の 他 ・中村ウォータープラザにはマイカーでは来場できませんので、公共

交通機関をご利用ください。 

・昼食は各自ご用意ください。また、ゴミは持ち帰りでお願いします。 

・本研修ではＣＰＤプログラム認定は行っておりませんが、受講証明

書を発行します。 

令和６年度 上水道基礎専門研修実施要項 



 

令和６年度 水道施設の仕組み（基礎）研修 

 
目  的   本研修会は、水道施設及び給水装置の基礎知識を学ぶとともに、横浜市水道局の

管路研修施設等を利用して、実際の設備を使用した横浜市水道局職員の訓練につい

て説明を受けるとともに、防災施設を視察することで災害への備えの状況を知って

いただくものです。 

 

研修対象  主に新たに水道事業に関わる方、または水道事業に興味のある方 

 

定  員  ２４名／回 

 

開催期日  １回目 ５月17日（金）（前期）、２回目  ５月24日（金）（前期） 

３回目 ７月19日（金）（後期）、４回目  ７月26日（金）（後期） 

 

※ 前期・後期のプログラムの違いについて 

前期は「給水装置」の設置、後期は「漏水修理」となります。 

「漏水修理」は疑似漏水を出っ放しの状態で修理する研修メニューです。 

カッパ、長靴は会場で用意していますが、昨年受講した多くの方はカッパの中まで

濡れていましたので、後期受講者は着替えをご用意くださいますようお願いします。 

 

研修会場  横浜市水道局中村ウォータープラザ 

 

そ の 他  動きやすい服装でご参加ください。（作業着等の着替えは、管路研修施設内更衣室

を使用できます。） 

長靴・ヘルメット等は主催者側で用意します。 

特に後期研修に参加の方は着替えをお持ちください。  

講義の最後に参加者同士で名刺交換を行いますのでご用意ください。 

 

講  師  横浜市水道局職員および横浜ウォーター（株）社員 

 

アクセス  中村ウォータープラザへは公共交通機関をご利用の上お越しください。 

（マイカーでの来場はできません。） 

 

  



水道施設の仕組み（基礎）研修プログラム 

【前 期】 

 

・動きやすい服装でご参加ください。（作業着等の着替えは、管路研修施設内更衣室を使用できます。） 

・長靴・ヘルメット等は主催者側で用意します。 

  

月日 時間 科目 

５月 
１７日

２４日 

9:00～9:30 受付【場所：中村ウォータープラザ１階会議室】 

9:30～9:40 開講式  

9:40～10:00 

水道施設①（水道の仕組み） 

水循環、水道施設の概要について学びます。 

10:00～11:00 

水道施設②（送配水施設の仕組み） 

導送配水施設、送配水方式、配水ブロックシステムを学ぶことにより、水道施設における送

配水の基礎知識について学びます。 

11:10～12:00 

水道施設③（給水装置(総論)） 

水道に関する法制度の基本的枠組みや給水装置の構造及び材質基準、衛生行政の所管である

受水槽以下設備を水道事業者が関与すること等給水装置の基礎知識について学びます。ま

た、クロスコネクション等の事故事例の紹介と、その事故防止について学びます。 

12:00～13:00 昼休み（昼食） 

 研修施設視察／漏水調査／給水装置【場所：中村管路研修施設】 

13:00～13:10 準備体操、実地研修説明 

13:10～13:40 

・管路研修施設内の設備や装置を解説します。 

・備蓄倉庫、給水車への給水ステーション、防災拠点施設を視察することで、防災への備え

について学びます。 

13:40～14:30 

 

14:35～15:25 

漏水調査：漏水調査施設を利用して、音聴棒による漏水音の捕捉方法、漏水探知器の操作及

び漏水音の捕捉方法を学びます。 

給水装置：配水管から給水管を分岐し、給水装置(水道メータ、蛇口)を設置します。 

※前後半で入れ替えます。 

15:30～15:55 

・管路研修施設内にある感性向上体験施設を利用して、実際の水の力を体験します。水圧の

大きさを受け止める体験や、空気圧縮による管栓抜け出し事故の威力を見ることにより、

どのような研修が行われているかを学びます。 

◆集合写真撮影 

16:05～16:30 
◆閉講式・名刺交換・アンケート記入 

【場所：中村ウォータープラザ１階会議室】 



水道施設の仕組み（基礎）研修プログラム 

【後 期】 

 

・動きやすい服装でご参加ください。（作業着等の着替えは、管路研修施設内更衣室を使用できます。） 

・長靴・ヘルメット・カッパ等は主催者側で用意します。 

・漏水修理プログラムはカッパを着ていてもかなり濡れますので、着替えをご用意ください。 

月日 時間 科目 

７月 
１９日 

２６日 

 

 

9:00～9:30 受付【場所：中村ウォータープラザ１階会議室】 

9:30～9:40 開講式  

9:40～10:00 

水道施設①（水道の仕組み） 

水循環、水道施設の概要について学びます。 

10:00～11:00 

水道施設②（送配水施設の仕組み） 

導送配水施設、送配水方式、配水ブロックシステムを学ぶことにより、水道施設における送

配水の基礎知識について学びます。 

11:10～12:00 

水道施設③（給水装置(総論)） 

水道に関する法制度の基本的枠組みや給水装置の構造及び材質基準、衛生行政の所管である

受水槽以下設備を水道事業者が関与すること等給水装置の基礎知識について学びます。ま

た、クロスコネクション等の事故事例の紹介と、その事故防止について学びます。 

12:00～13:00 昼休み（昼食） 

 研修施設視察／漏水調査／漏水修理【場所：中村管路研修施設】 

13:00～13:10 準備体操、実地研修説明 

13:10～13:35 

・管路研修施設内の設備や装置を解説します。 

・備蓄倉庫、給水車への給水ステーション、防災拠点施設を視察することで、防災への備え

について学びます。 

13:35～14:25 

 

14:35～15:25 

漏水調査：漏水調査施設を利用して、音聴棒による漏水音の捕捉方法、漏水探知器の操作及

び漏水音の捕捉方法を学びます。 

漏水修理：配水管路内で疑似漏水を発生させ、漏水修理を体験します。 

※前後半で入れ替えます。 

15:35～16:00 

・管路研修施設内にある感性向上体験施設を利用して、実際の水の力を体験します。水圧の

大きさを受け止める体験や、空気圧縮による管栓抜け出し事故の威力を見ることにより、

どのような研修が行われているかを学びます。 

◆集合写真撮影 

16:00～16:15 ・移動及び着替え 

16:15～16:30 
◆閉講式・名刺交換・アンケート記入 

【場所：中村ウォータープラザ１階会議室】 



＜研修会場案内図＞ 

 

中村ウォータープラザ 
 

    
 

 

 

住所 

横浜市南区中村町 4－305 

 

アクセス 

京浜急行線 黄金町駅から 徒歩 20 分 

市営地下鉄 阪東橋駅から 徒歩 15 分 
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